
音楽科　第３学年　　本時の指導計画例
	題材名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	「仲間とともに，表情豊かに合唱しよう」
	曲想と⾳楽の構造や歌詞の内容との関わりについて理解するとともに，それらを生かした曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫して歌う。
	　（　２/　２　）

	※評価規準において，【知】は知識・技能，【思】は思考・判断・表現，【態】は主体的に学習に取り組む態度　を表す。

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準と方法
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	１　前時の振り返りをし，本時の学習内容を知る。
・前回行った，音楽の特徴と歌詞の内容との関わりについて
振り返る。
・前回理解した音楽の特徴と歌詞の内容との関わりについて留意しながら，創意工夫・パート練習を行うことを知る。
	
	
	

	展
開
	２　音色，旋律，テクスチュアを知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考え，曲にふさわしい歌唱表現を創意工夫する。
・Ｃ について，曲にふさわしい歌唱表現について，創意工夫し，ワークシートに記入する。
・創意工夫した点について，パート内で共有した後，創意工夫した点を意識しながら，Ｃの部分のパート練習を行う。
３　創意工夫を生かし，全体の響きや各声部の声などを聴きながら他者と合わせて歌う技能を身に付け，歌唱で表す。 
・各パートの代表が自分たちの歌唱表現の工夫を学級全体に伝える。
・創意工夫した点を生かしながら，Ｃの部分を合唱する。
	・どのような気持ちで歌うべきか，その気持ちを表現するにはどんな音色で歌うべきかについて，わかりやすい例を示すなどして，イメージしやすいように助言する。






・創意工夫した点を表現する際の，具体的な発声法の技能を分かりやすく指導する。
	[bookmark: _GoBack]【思】音色，旋律，テクスチュア，強弱を知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりについて考え，曲にふさわしい歌唱表現としてどのように表すかについて思いや意図を持っている。（観察・ワークシート） 
	③歌詞から想像したことや，
曲から感じたことを交流させる。

	ま
と
め
	４ 今日の学習内容について振り返りをする。
・音色，旋律，テクスチュアを知覚し，それらの働きが生み出す特質や雰囲気を感受しながら，知覚したことと感受したこととの関わりを理解することの大切さについて振り返る。
	
	
	



※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。

